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本日の発表内容

1. 研究目的
2. 落石発生源の形態について
3. 懸賞サイト（神戸三田線［有馬口工区］上部斜面）
4. 検討する評価方法
5. 試験体での検証
6. 今後の展望



1. 研究目的

既存安定度調査票（（社）全国地質調査業協会連合会 H26.10）

斜面に散在する不安定岩塊の落石危険度の評価手法

→ 既存様式で構成される採点法（技術者判断に委ねられる）

→ 定量的な指標を基準とする評価方法の検討



2. 落石発生源の形態について
標高：低 標高：中～高

転石型落石 落石発生源：低 落石発生源：中～高

剥離型落石 落石発生源：低～中 落石発生源：高



3. 検証サイト（神戸三田線［有馬口工区］上部斜面）



3. 検証サイト（神戸三田線［有馬口工区］上部斜面）

現地では転石型落石のみでなく、剥離型落石も確認される。



4. 検討する評価方法
「振動計測に基づく斜面上転石の落石危険度評価方法の提案」

JR西日本-深田ら（2013）

→ ゴムハンマーによる打撃から得られる加速度波形

→ フーリエ変換

→ フーリエスペクトルが最大となる卓越振動数

→ その転石のもつ固有振動数

→ 転石の根入れ深さの推定



4. 検討する評価方法
《根入れ深さの推定》 《滑動に対する検討》

《転倒に対する検討》



4. 検討する評価方法
「振動計測に基づく斜面上転石の落石危険度評価方法の提案」

JR西日本-深田ら（2013）
※ 適用対象：「転石型落石」に限る

→ 検証サイトでは「剥離型落石」も確認された。

→ 「剥離型落石」にも適用できないか？



5. 試験体での検証
→ 「剥離型落石」にも適用できないか？

《下部Co塊をy方向へ打撃》
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5. 試験体での検証
→ 「剥離型落石」にも適用できないか？

《下部Co塊をz方向へ打撃》
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Y：微増、Z：倍増



5. 試験体での検証
→ 「剥離型落石」にも適用できないか？

《上部Co塊をz方向へ打撃》
xy

z
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②
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X：微増、Y：微増、Z：大幅減



6. 今後の展望
検証サイトにおいて、

① 「転石型落石」には、深田らの評価方法を用いて、

取得できる固有振動数から根入長の推定

→推定根入長の妥当性の検証
→安全率の算出

② 「剥離型落石」には、深田らの評価方法が適用できるか検証

→ 試験体を用いて各軸方向における振動特性を把握

→ サイトで試験体同様に振動特性を把握できるか検証

③ 試験体の作成方法の検討等

→ 材質、亀裂形状、加速度計設置箇所、計測手順の検討



災害対策セミナー（H28.1.21）


